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令和4年度行政評価　施策評価シート　（令和3年度実績）
施策名 環境保全の推進

施策コード 5050202

　１．施策の担当

主管課

関係課

生活産業部 環境衛生課

　２．総合計画における位置づけ

総合計画

政策

施策

節
第５章　安全でひとと環境にやさしいま
ちづくり（安全・防災・環境）

第２節　環境衛生・環境保全

環境保全の推進

　基本方針

・生活環境の保全をはじめ、環境美化活動を推進します。

　現況と課題

・公害の未然防止や現状把握のため、事業所へのパトロールの強化と啓発、指導が必要です。
・地球温暖化への負荷を低減させるため、温室効果ガスの排出削減が求められています。
・ごみの路上投棄や不法投棄がなくならず、環境が悪化し、美観上も問題が生じており、不法投棄等をさせない環境づくりを進める
ことが必要です。

　施策目標

　対象（誰を、何を、どこを）

市民

　意図（どのような状態にしたいのか）

公害の発生源に対する規制や環境への負荷の低減のために必要な対応をとることにより、健康で安全な生活を営むことのできる良好
な環境を保全します。

　３．市民ニーズ

満足度（偏差値）

R2 R3 R4 R5 R6

重要度（偏差値）

H30

46.6

R元

44.4

　４．施策にかかるコスト

単位 R2決算 R3決算

コス
トの
内訳

人件費

事業費

フルコスト

千円

150,405 141,334

財源
内訳

国庫支出金

府支出金

市債

その他
一般財源１（＝フル
コストー特定財源）

一般財源２（＝直接
事業費ー特定財源）

千円

178,286 168,671

162,224 153,453

3,575 2,843

27,881 27,337

0 0

0 0

12,487 12,375

11,819 12,119

　５．施策の重要業績成果指標(KPI)

KPI１ 温室効果ガス（CO2）の年間総排出量

項目 R2実績 R3実績 R4計画 R5計画 R6計画 R7計画

実績値

達成度

R元実績

9,101.0

102.97

7,266.0 7,193.0 7,120.0目標値

8,838.0 8,666.0 7,632.0

9,017.0

KPI設定の根拠 KPI目標数値の設定根拠 目標達成・未達成の理由・背景

104.05 95.2

地球温暖化への負荷を低減させる
ため、温室効果ガスの排出削減が
求められています。市の事務及び
事業に関する温室効果ガス総排出
量を把握することで、排出抑制が
進んでいるかがわかります。

　大阪府温暖化の防止等に関する
条例に基づく実績報告書の目標値
から設定。
2021年度から2023年度までの3年計
画

コロナの影響を受けた期間が基準となる目標値に変更したこ
とにより、本庁舎のＬＥＤ化等の省エネ設備の導入を実施し
たが目標値の達成出来なかった。



Ｂ0103,611 20,665 12,1224 01038190 クリーン推進事業

0141,334 27,337 12,119合計

Ｂ037,723 6,672 -33 01029300 公害対策事業

Ｂ2 01009500 放置自転車対策事業

施策に対する市民
ニーズ

施策を取り巻く状況
（法令等の動向、
国・府の政策の動
向、社会潮流など）

合計点

総合評価

図
表

（１０点中）

3

2

3

　６．施策の事後評価

一次評価
（担当課によ
る評価）

判定項目 評価点 評価理由、今後の方向性等

施策の成果レベル
（過去の推移、周辺
市との比較なども含
む）

温室効果ガス総排出量については、増減はあるものの減少傾向であり、省エネ
意識、節電意識は定着している思われる。

市民アンケートの施策に対する満足度は、51.2（H19）、51.5（H24）、46.6
（H30）に推移。生活環境やポイ捨てや路上喫煙については、市民に対して身
近な問題である。

2018 年に公表された気候変動に関する政府間パネル（IPCC）報告書では、産
業革命前からの平均気温上昇の幅を1.5℃に抑えるためには、2050 年までに
CO2 排出量を実質ゼロとすることが必要だと科学的に示されています。本市に
おいても、2021年9月に泉佐野市気候非常事態宣言をし、2050年度までに温室
効果ガス排出量実質ゼロを目指し努力しております。

　地球温暖化を感じさせる異常気象が続き、来庁者も含め熱中症等の危険も有
り、空調の使用を抑制するのは限界がある。悪質な不法投棄には、警察と連携
し、対処している。犬フンの放置には、啓発広報活動を行うとともに巡視員に
よる取り締まりも強化し、減少に努めている。

二次評価（政策推進課・行財政管
理課による評価）

三次評価（理事者による評価）

（４点中）

（３点中）

（３点中）

　７．施策を構成する事務事業

Ｂ
引き続き目標値の達成に努めること。

Ｂ
引き続き目標値の達成に努めること。

8点

Ｂ

Ｂ

一次評価
一般財源人件費 事業費

1 01009400 自転車等駐車場運営事業

事務事業 R3年度決算額
R4年度予算

事務事業名予算コード

0.0
1,000.0
2,000.0
3,000.0
4,000.0
5,000.0
6,000.0
7,000.0
8,000.0
9,000.0
10,000.0

R元実績 R2実績 R3実績 R4計画 R5計画 R6計画 R7計画

KPI①

目標値

実績値


